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はじめに 


このたびは、 NEC の Express 5800 シリーズサーバ•ワークスてーシヨンをお買い求めいただき、 
まことにありがとうございます。 

Express 5800 シリーズサーバ-ワークステーシヨンに添がされている「自動クリーンアップツー 
ル」は、 本体が持つ機能をさらに拡張しクライアントサーバシステムでの信頼性を強化するもので 
す。 


本書ではディスクアレイシステム運用時に使われる r 自動クリーンアップツール」について説明しま 
す。 


自動クリーンアップツールは、ディスクアレイに対してを期的にコンシステンシ(整合性)チェック 
を実施し、橫化した不整合を修復します（コンシステンシチェック実行中は、システムの性能を低 
下させることがあります）。定期的にコンシステンシチェックをすることで、八ードディスクが故 
障したとき、ディスクアレイのリビルドの失敗を予防することができます。 

本書での内容は、 Windows 2000 や Windows NT の機能や操作方まについて十分に理解されてい 
る方を対象に説明しています。 Windows 2000 や Windows NT じ関する操作や不明点じついて 
は、を OS のオンラインヘルプなどを参照してください。 


本文中の記号について 

本文中では次の 3 種類の記号を使用しています。それぞれの意□ホを示します。 



ユーテイリティや装置を取り扱う上で守！5なければな5ない事柄や特にま意をすべき点 
を示します。 



チェック 


ユーティリティや装置を取り扱う上で確認をしておく必要びある点を示します。 


国 

ヒント 


知っておくと役に立つ情報や、便利なことなどを示します。 


ソフトウェア使用条件 

添付の CD-ROM 内のソフトウェアを使用するにあたって、添付のソフトウェアのご使用条件をお 
読みになり、その内容についてご磕認ならびにご承諾ください。 
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ユーザーヴポートについて 


ソフトウエアに関する不明点や間い合わせは別冊の r ユーザーズガイド」じ記載されている保守サー 
ビスセンターへご連絡ください。また、インターネットを使った情報サービスも行っておりますの 
でご利用ください。 


http://www.express.nec.co.jp/ 

に8番街』：製品情報、 Q & A など最新 Express 情報満載！ 


http://www.fielding.co.jp/ 

NEC フィールディング(株)ホームページ：メンテナンス、ソリューション、用品、施設工事などの 
情報をご紹介しています。 
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概要 


自動クリーンアップツールは、コンシステンシチェックをするための Windows 2000、および 
Windows NT 上で動作するコマンドを提供します （JU 降、コンシステンシチェックコマンドと呼 
ぶ)。 


走:期的な〕ンシステンシチェックの自動実行は、 Windows 2000 /Windows NT の標準機能である 
「AT〕 マンド」とに chedule サービス」を組み合わせてコンシステンシチェック〕マンドを使用する 
ことにより実現します。 

自動クリーンアップツールについては、 Express 5800シリーズ本体に添付の CD-ROM 
「EXPRESSBUILDER」 内のデイレクトリ 「cctooU にある 「「eadme.txt」 をご覧ください。 


白勤クソ -ンアツ プツーノレ 1 



インストールの前に 


ここでは、自動クリーンアップツールをインストールする前に知っておいていただきたい事柄につ 
いて説明します。 


動作原境 


自動クリーンアップツールのセットアップに必要な環境は次のとおりです。 

• ノ、ードウェア 

- 本体 Mylex ディスクアレイシステムを構築している 

Express 5800シリーズ装置 

-メモリ OS の動作に必要なメモリ+ 1M 巨じ(上 

- 八ードディスクの空き容量 1M 巨じ(上 

• ソフトウェア Microsoft Windows 2000 

Microsoft Windows NT Version 4.0 
GAM ドライバ (gamdrv.sys) 2.20/3.04 



ヒント 


GAM ドライバは、本 EXPRESSBUILDER に収まましてし、ます。 GAM ドライバの組み込 
みは、本 EXPRESSBUILDER のオンラインドキユメント 「Global Array Maanger 
Server (Windows 2000版 / Windows NT 版）インストーレシヨンガイド」を参照してくだ 

さし、。 

購入時の Express 5800シリーズに GAM Server がインストールされている場合（カスタ 
ムインストールモデル）は、 GAM ドライバも組み込み済みです。なお、 GAM 3.04 じ(降 
の場合、 GAM ドライバだけを組み込むことができませんので 、 GAM Server をインス 
卜ールする必、要があります。 
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ミ主意事頃 


自動クリーンアップツールを正しく動作させるために次の点にを意してください。 

• コンシステンシチェックコマンドは、ディスクアレイコント□ーラが持つコンシステンシ 
チェック処理の起動-監視を行うもので、コンシステンシチェックそのものの性能や処理の時 
間は、ディスクアレイコント□ーラ、ディスクアレイコント□ーラに接続するディスク、 
チェック対象のシステムドライブのサイズなどじ依存します。自動クリーンアップツール運用 
前にあらかじめ処理時間を測をし、システムに影響のないような時間にスケジュールされるよ 
うに環境設をを行って<ださい。 

• コンシステンシチェックを実行している闇は、システムの性能が低下することがあります。 

• ディスクアレイコント□ーラじよっては、システムドライブの初期化が完了していないとコン 
システンシチェックができない場合があります。 

「システムドライブのイニシャライズ(初期化）の完了は GAM の [ Administration 」 メニューの 
Ibp 「 Initialize Loaical Drives 」 をクリックして表示されるダイアログボックスで確認できます。 

ヒント _ 


• 作成直後のシステムドライブやイニシャライズ(初期化)が完了していないシステムドライブで 
は、データとパリティの整合性が不完全なため、コンシステンシチェックを実施すると、不整 
合を橫化することがあります。（橫化された不整合は、修復されますが、イニシャライズによ 
り、再度、初期化されます。） 
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セットアップ 


自動クリーンアップツールのインストール/アンインストールの方まとインストール後の環境鼓を 
の方まじついて説明します。 



ヒント 


• 購入時の Express 5800シリーズに自動クリーンアップツールがすでにインストールされている 
場合（カスタムインストールモデル）は、6ぺージの「環境設を」を行うことで自動クリーンアッ 
プツールをご使用できます。 

• あらかじめインストールされている自動クリーンアップツールの出荷時の設を値を巻末の付録 
にまとめています。ご確認ください。 


インス I ル 


次の手順に従って自動クリーンアップツールをインスI-ールします。 

7 装置本体の電源を ON にして 、 Windows 20日0または Windows NT 4.0 を起動する。 
EXPRESSBUILDER CD - ROM を CD - ROM ドライブにセツトする。 


マスターコント □ ールメニューが表 w されます。 


〇 [ソフトウェアのセットアップ]-[自 
動クリーンアップツール]の順にク 
リックする。 

[セットアツプ手順]ダイア□グボック 
スが表示されます。 



4 [はい]ボタンをクリックする。 

[インスI-ール先ディレクトリの指定] 
ダイア□グボックスが表示されます。 


E 


遍接 


りのが分ぞ窝むには、 


ブ’ン、 

[Page 


Down] キーを巧して下さい。 


<<自かクリーンアツブシールわットアッブキ脯>> 


定期的Iこコ!^ンステンシ(淫音 If おチュックぞ実化し、な化したす空合をおほ 


コンシステンシ_ _ . . _ _ 

することにより、ハードディスク降吉巧のリビルド失目たぞモ巧に巧ぐことび 
できます。自が)クリーンアッブシールについては、このディレクトリにある 
「readme. ゎりぞご稳ください。 

XコンシステンシチIック実行中は、システムの'性能をほ下させること 
びあります。 

2. インストールキ川自 

乂コ7ンドブロンブト画面でインストールを巧いたい巧合は、このディ 

レクトリにある 「readme. かりのじ. 1 .インストール」ぞご度くださし ^ 


自助クリーンアツブシール[Vが.1.0 0] のインスト- 
[いいえ]をクリックすると、 t ットアッブぞ中止で J 

<匿を 巧 


し 一 ■ご'ニー三 +*、 


いいえ(がI 
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インストール巧デイレクトリを J 旨定し 


インストールホディレクトリのおち 


て、[次へ]ボタンをクリックする。 

[セットアップの完了]ダイア□グボ、ソ 
クスが表示されます。 

インストール先ディレクトリを変更す 
る場合は、[参照]ボタンをクリックし 
てデイレクトリを指をします。 


信動 


インストール先ディレクトリを 
変更した場合は、後述の AT コ 
マンドによるスケジュール登録 
時にも、ここで指定したディレ 
クトリを指定しなければなりま 
せん。カスタムインストー j レ済 
み出荷の Express 己 800 シ 
リーズに自動クリーンアップ 
ツールびインストールされた状 
態で出荷されている場合、この 
インス!ル先のディレクトリ 
はデフオルト値でインス!-ール 
しています。 




たットアッブは放のディレクトリに自卸クリーンアッブ 
、シールぞ インス トール ( cccon . exe の コビーおよ ぴ 
cccon . b がのを疏します。 


お i お蹲な的は詔韶敲も觀皆 

ほし、インストール先ディレクトリぞ柔更した巧合は、 
AT コマンドでスケジュールを録する時 I こも、ここで}自ち 
■ 'ンストールホディレクトリを巧ちしなければなり 


語だ 



ら [終了]ボタンをクリックする。 

U 上で、インス!'''ールは終了です。引 
き続き次ページの r 環境設を」を参照し 
て設定してください。 


t ットアッブの完了 



たットアッブは、コンビュータへの自助クリーンアッブ 
シール [ Ver . 1.00] のインストールをが了しました。 

このを、コントロールバネルの「サービス J で [schedule 
サービス]ぞ自助問化に設定し 、 [schedu I e サービス]ぞ閉 

竺城劈ぶ i 寇备黯舞謂 g にンアツか 


W 自かクリーンアツブ、シールの setup . わ: t ぞ閒く。 
W 自旣クリーンアツブシールの readme.txt を閲く。 


尚、アンインストールは、インストール先ディレクト 
リにある cccon.exe V cccon . bat 、 log ぞ刖除し 
てください。 - 


、戻るが 
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環境設定 


自動クリーンアップツールの環境設をは、 schedule サービスの設を/起動を行ってからスケジユー 
ル登録を行います。 


schedule ヴービスの設定/起動 

0S によって操作が異なります。それぞれの 0S の設を方法に従って設定してください。 

サービスの設をを行うには、 Administrators □—カルグループのメンバである ユーザー アカウント 
で□グオンする必要があります。 

• Windows 2000 

[コンピュータの管理]にある[サービスとアプリケーション]の[サービス]を選択して表示され 
るサービスの一覧の打 ask Scheduler] についてプ□パティの[全般]タブで]: i 下のように設定 
します。 

-スタートアップの種類： 自動 
-サービスの状態： 開始 

• Windows NT 4.0 

コント日ールパネルの[サービス]のサービスの一覧から [schedule] (または Task Scheduler) 
について、[スタートアップ]を自動に設定し、このサービスを開始させます。 
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自動クリーンアップツールのスケジュール登録 

Windows 2000/Windows NT のコマンドプ□ンプト画面から AT コマンドを入力して、自動ク 
リーンアップツールの自動起動のスケジュールを登録してください。 



ヒント 


• AT コマンドの詳細については 、 Windows 2000 /Windows NT のオンラインヘルプなどを参照 
してくださし、。 

• AT コマンドを使用する場合は schedule サービスを開始してください。 

• AT コマンドを使用するためには、 Administrator 口ーカルグループのメンバであるユーザーア 
カウントでログオンする必要があります。 


例えば、毎週日曜日と毎月1日の23:00に自動クリーンアップツールを自動実行する場合は 、次の 
ようにコマンドを入力します（自動クリーンアップツールの実行結果□グは、インストール先の 
cccori.log へ毎回追力□されます）。 

>at 23:00 / every : su ,1 cccon.bat 

5ぺージの「インスI -- ル」の手順5でインスI -- ル先を rc:¥cctooU と指定したときは次のようにな 
ります。 

>at 23:00 / every : su ,1 c :¥ cctool ¥ cccon.bat 

「23:00」： 時刻。24時間形式 (00:00 〜 23:59) 

rsuJ : 醒日。曜日の頭文字 ( M (月曜日）、 T (义曜日）、 W (水醒日）、 Th (木曜日）、 F (金曜日）、 S 化曜日 ）、 Su 

(曰躍日））。カンマで区切り複数指定可能。 
riJ : 日が。日付数値 (1 〜31)。カンマで区切り複数指定可能。 
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アンインストール 


次の手順に従って自動クリーンアップツールをアンインスI'''ールします。 


自動クリーンアップツールのアンインス I ル 

自動クリーンアップツールのインスI-ール先ディレクトリにある次のファイルを削除してくださ 
い。 

• CCCON.EXE 

• CCCON.BAT 

• CCCON.LOG 


なお、 「 CCCON 丄 0G」 は、自動 クリーンアップツール（スケジュール 登録した コマンド 
rCCCON . BAT 」) が実行される際に生成されます。必要に応じて削除してください。 


環境設定の解除 

自動クリーンアップツールのために登録したスケジュールを削除してください。また、必要に応じ 
て schedule サービスの設定を解除してください。 


スケジュールの削除 

AT コマンドの照会機能を使って登録した日時やコマンドの内容を磕認して、自動クリーンアップ 
ツールのスケジュールを削除して<ださい。 

(照会[一括 ]) at 

(照会[個別 ]) at 0 「0」：タスク ID 

(削除[-括]) at/delete 
消 U 除[個別 ]) at 0 /delete 「0」：タスク ID 
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schedule ヴービスの設定解除 

必要に応じて schedule サービスを停止し、手動でサービスの開始を行う設定に戻してください。 
サービスの設定を行うには、 Administrators □—カルグループのメンバである ユーザー アカウント 
で□グオンする必要があります。 

• Windows 2000 

[コンピュータの管理]にある[サービスとアプリケーション]の[サービス]を選択して表示され 
るサービスの一覧の [Task Scheduler] についてプ□パティの[全般]タブで W 下のように設定 
します。 


-スタートアップの種類： 手動 
-サービスの状態： 停止 

• Windows NT 4.0 


コント日ールパネルのけービス]のサービスの一覧から [schedule] (または Task Scheduler) 
について、[スタートアップ]を手動に設定し、このサービスを停止させます。 
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運用と巧巧 


自動クリーンアップツールの運用および保守の際に必要な磕認や手順について説明します。 


運用手順 


運用するときには、次の点じついて磕認してください。 

• schedule ヴービスの起動確認 

システムのイベント□グから schedule サービスが起動(開始)エラーになっていないことを磕認 
します。 

• スケジュールの起動確認 

システムのイベント□グからスケジュール(自動クリーンアップツール)の起動(開始)エラーに 
なっていないことを5在認します。 


保守手順 


次のような保守をするときは、それぞれに説明している方法に従って操作してください。 

• 時刻の同期 

「NET TIME¥¥remote /SET / Y 」〕 マンドにより、リモートマシンの時刻を日ーカルマシンの 
時刻に合わせます。 

「 AT ¥¥「 emote 」 コマンドじより、リモートマシンのスケジュール時刻を同期させます。 

• 自動クリーンアップツールの□グ収集および確認 

ファイル転送などにより、リモートマシンの自動クリーンアップツールのインス I -ール先にあ 
る□グファイル rcccori . log 」 (コンシステンシチェックの実施結果が化力されたファイル)を収集 
し、内容(結果)を磕認します。 

自動クリーンア、ソプツールの□グについては、 Express 5800シリーズ本体に添付の CD-ROM 
「 EXPRESS 目 UILDER 」 内のディレクトリ 「 cctooU にある 「「 eadme . txt 」 をご覧ください。 
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解説 


自動クリーンアップツールについて補足的なことがらじついて解説します。 


• リビルドび失敗する要因について 


ディスクのアクセス頻度が低い部分(パリティ部/ホ使用領域部)で、ディスク不良が蓄積されて 
いると、リビルド時にパリティからデータを再生成できなくなるため、リビルドが失敗しま 
す。 



ID 2 



データ （ID 2) とパリティ （ID 0) から 
データ （10 1) の情報生成不可 

♦ 

リビルド失敗/2台同時 DEAD 発生！ 


^1 RAID 5 ではデータリード時、パリティ部へのアクセスがないため、この部分のアクセス頻度 
Hi が低くなります。 

ヒント 


• 自動クリーンアップツールを導入すると 

ディスクアレイを構成している八ードディスク全体の r 読み取りテスト」を行い、ディスク不良 
(リードエラー）を橫化すると、自動的に再書き込みを行います。この機能により不良部分を復 
旧し、ディスク不良の蓄積によるリビルドの失敗、および八ードディスクが2台同時に DEAD 状 
態になる危険性を低くします。 


ID 0 ID 1 ID 2 
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付録 


インストール済みの自動クリーンアップツールの設定値 


購入時に自動クリーンアップツールがずでにインストールされている場合（カスタムインストール 
モデルの場合）、自動クリーンアップツールは次の設を値でインストールされています。 


パラメータの 項目 

設定値 

参照 

インストール先 
ディレクトリ 

96SystemRoot% 

「インス 1- ール」の手順己 
巧ページ） 
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